
生徒

進路指導等業務支援サービス（マナビジョン）

※ 全校で共通のサービスを利用する想定

学事システム

Japan
e-Portfolio
連携情報

加工
Japan

e-Portfolio

・指導要録
・調査書

紙の
調査書

大学へ

日々の記録：ｅポートフォリオ、調査書等に反映する元データになる
（日々入力 または、週１～２回程度の入力）

電子調査書
（大学へ連携）

入力機能 データベース 調査書出力

日々の記録
(eポートフォリオ)

2022年度より
（※23年春の入学者から）

データ連携
（送信）

生徒

大学に提出する為の
eポートフォリオ

Japan e-Portfolio は
直接の入力も可能

PDF

月１回程度から
学期１回程度を想定

進路指導・面談 等

生徒による日々の eポートフォリオ入力・蓄積
～ 調査書・大学への出願までの流れ（イメージ）

教員

CSV等予定の
フォーマットで
連携想定
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①ポートフォリオ入力の流れ ②Japan e-Portfolio連携の流れ ③大学出願時の流れ ④アンケート等の流れ
1 教員は、生徒へ日々の学習活動等をポートフォリオへ入力するように促す。 1 教員は、学校から進路指導等業務支援サービスへアクセスを行う。 1 生徒は、出願大学の入試要項を確認する。 1 教員は、学校から進路指導等業務支援サービスへアクセスを行う。
2 生徒は、神戸市立高等学校もしくは自宅等から該当サービスへアクセスを行う。 2 教員は、ID/PASSを入力し、アカウントチェックがかかる。 2 生徒は、Japan e-Portfolioへログインを行いサービスを利用する。 2 教員は、ID/PASSを入力した後、携帯へログインコードが送られる。
3 生徒は、ID/PASSで該当サービスへログインを行い、利用を開始する。 3 教員は、アカウントチェック完了後、携帯へログインコードが送られる。 3 生徒は、自身が入力して蓄積したポートフォリオを確認する。 3 教員は、ログインコードを入力した上で、該当サービスの利用を開始する。
4 生徒は、ノートなどに記載した内容を元にポートフォリオの入力を行う。 4 教員は、ログインコードを入力した上で、該当サービスの利用を開始する。 4 生徒は、予め承認されたポートフォリオを大学に送信する。 4 教員は、アンケート等の作成を行う。

5 教員は、生徒が入力した日々の学習活動等の内容を確認する。 5.大学は、生徒から送信されたポートフォリオを元に採点を行う。 5 教員は、保護者もしくは生徒向けにアンケート等を案内する。
赤字番号は、上記に図示 6 教員は、生徒へ日々の学習活動等の内容に対して助言や修正指示を行う。 6 保護者もしくは生徒は、アンケート等に回答を行う。

7 生徒は、教員から指摘された事項を修正し、報告する。 7 教員は、回答されたアンケートを元に授業計画や学校運営等に反映する。
8 教員は、修正された事項を確認して、生徒へ連携を促す。
9 生徒は、教員確認済み項目の連携をJapan e-Portfolioへ実施する。
10 教員は、学校からJapan e-Portfolioへログインを行い、利用を開始する。
11 教員は、連携されたポートフォリオを承認する。
　※教員は、学校以外のアクセスは、運用で禁止とする。

           神戸市立高等学校におけるJapan e-Portfolioへのデータ連携及び進路指導等業務支援サービスの利用について

諮問範囲

教員は校外から進路指導等業務支援

サービス等へ接続させない運用とする。

自宅（教員）

進路指導等業務支援サービス（クラウド） データセンター

Japan e-Portfolio（クラウド） データセンター

神戸市

市立高等学校（生徒）

利用機器：学習者用端末

実施作業：自身のポートフォリオ

入力、参照等

・（教員エリア）生徒基本情報

氏名・性別・学年・組番・通学校

・Webテスト・ドリル

・学校からの一斉通知

・生徒アンケート

・保護者アンケート

・保護者への連絡

・模擬試験結果（令和2年9月から）

（新）ポートフォリオデータの連携

・生徒基本情報

（氏名・学年・組番・住所・生年月日・

性別・通学校・電話番号・メールアドレス）

・ポートフォリオ

・提出先大学情報

・（生徒エリア）生徒基本情報

氏名・メールアドレス・生年月日

・ポートフォリオ

（令和2年9月までは、周知の事実や万が一漏洩しても支障のない

情報に限定）

受験予定大学

神戸市

利用機器：教員用端末

実施作業：入力、参照、データダウンロード

生徒入力情報の承認

携帯電話会社等

文部科学省より委託を

受けた教育情報管理機構

が運営及びセキュリティ対策

を実施している。

ロ
グ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
機
能

諮
問
済
範
囲

※下線部赤字は、新規・変更

市立高等学校（教員）

Firewall

Server

※凡例

12条

自宅（生徒、保護者）

利用機器：スマートフォン、自宅端末

実施作業：（生徒）自身のポートフォリオ 入力、参照等

（保護者）アンケート回答、学校案内確認

11条

項目の追加・変更

※別途セキュリティ対策を実施済

アクセスするネットワークの制限 及び SSL/TLS通信

①－３

①－４

②－１

②－３

②－４

②－５

②－７

②－９

③－４

③－２

③－３

②－２

②－11
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